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モン語版ラーマーヤナ ｢ロイク ･サモイン ･ラーム｣の特徴

大 野 徹*

SalientFeaturesoftheMomVersionoftheRamaStory

OHNOTom*

Wh enNaiPanHlacametoJapanin1988asaresearchfellowofCenterforSoutheastAsianStudies,

KyotoUnlverslty,hebroughtwithhimnum erouscopiesOfMomdocum entsdealingwiththeDham-

mathatcodeoflaws,inscriptionsbyKingKyansitthaandothermonarchsinMon,historiesofDva-

ravati,HanthawaddyandDhammazedi,Monsongsandfou(talesandsoforth. Wh enheleftKyoto,

hegavemeseveraldocum entsdealingwithMonlinguisticsandMonliterature.

Am ongthesepapersIfoundtwohand-WrittencopiesOfaMomversionoftheRamastory.

ThefirstcopylScomposedof190pages,al1inverseandtranscribedfrom anoriginalpalm-leaf

manuscriptpreservedintheBemardFreeLibrary,Rangoon,Burma,severaldecadesago. The

secondwasbroughtkomLopburi,Thailand,toBurmabyaMoncitizennamedMahaphun in1950.

Itiscomposedof372pages,alsoaninverse. Accordingtotheprefaceoftheonglnalpalm-leaf

manuscripts,bothwerewrittenin1834byaBuddhistmonknamedUtbmu. Incontent,thetwo

copiesWerefoundtobeidentical,anditisevidentthattheyderivefromthesameoriginal. Theti-

tleoftheMomRamastorylSgivenas"LoikSamoingRam."

Atthe12thIntemationalRamayanaConferenceheldatKenInstitute,LeidenUniversity,Hol-

land,inAugust1995,IintroducedthegeneralstructureandorderofarrangementoftheMonRama

story. Here,IshallpresentthesalientfeaturesoftheMonRamastoryincomparisonwithV豆lmiki

R豆m豆yana,Non-ValmTkiR融n豆yanas,andotherlocalversionsoftheRamastoryprevalentinSouth-

eastAsia.

ComparativestudywithotherversionsofR豆m豆yanarevealedthefollowlngnoteworthypointsin

theMonRamastory. (1)ThestorybeginswithUttaraK軸da,(2)Ram (R豆ma)isdescribedas

havingpreviouslybeenaBodhisattva(FutureBuddha),(3)Soite(STta)istheincarnationofIndra's

consort,Wunjeta,(4)Bali(Vali)isthesonoftheSunGod,andSoingrid(Sugriva)isthesonofthe

MoonGod,(5)PaddamaDevi(Mapdodari)springsfromabiglotus凸ower,(6)thestoryincludesthe

pre-matrimonialloveofRamandSoite,(7)Totsagri(R豆vapa)attendsthearcherycontest,(8)Ram

isexiledfortwelveyearSinsteadoffourteenyearsasstatedinⅤ豆lmfkiRamayana,(9)Soitechanges

intoafemaleapeandbecomespregnantwithAnuman(Hanum 豆n),(10)thesisterofBaliandSoing-

rid,Swaha,istherealmotherwhogavebirthtoAnum an,(ll)Sarrmanukot(Sarpagakha)isrelated

toKharaandDG!apaasmotherandherchildren,(12)Samm anukottransfomsherselfintoagolden

hind,(13)thebloodpouringoutofthecaveaftertheduelbetweenBaliandabuffalochangescolor

fromdarktoligh t. ThebuLhlo'sbloodisinfactdilutedbyrain,(14)agiganticcrabdestroysthe

foundationofa causeway,(15)Supormakha,thedaughterofPipek(Vibhi!apa),transformsherself

intothedeadbodyofSoite,(16)Lekkhana(LakSmaDa)doesnotbeholdSoite'sfaceforthreeyears,

(17)SoitedrawsaportraitofTotsagri(DaiagrTva)andisexiledfromRam'spalace,(18)Soitedehv-

ersason,NiEwe. Hisreplica,NiChoa,ismiraculouslycreatedbyahermit,(19)KingRamfights
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withhistwosons,(20)Ram andSoitearereunited,(21)Soite,Ongkhut(Ahgada)andIndaReje

(Indrajit)arementionedassiblingseachother,SincePaddamaDevi,Totsagri'SwiLe,gavebirthto

them(twosonsandonedaughter).

ItisevidentthatLoikSamoingRam derivesdirecdyfrom theBurmeseversionoftheRama

sto咋,since山eau山oroftheMomversionstatedinhsprefacethatheintendstocomposeofthe

MomversionsolelydependingontheBurmeseversionprevalentinAng-way,thethencapitalofthe

Kingdom ofBurma. Itmustbetakenintoconsideration,however,thattheMomversionalsoex-

hibitsacloseaffinltywiththeThaiversion,Ramakien Itisnotablethatthenamesoftwosonsof

SoiteareNiKwe(trueruby)andNiChoa(grassruby)intheMomlanguage,andCaoLoandCao

ButinThai. TheformsLoandButareobviouslycorruptlOnSOfLobandMong-kutintheThaides-

ignations. Ⅰtiscurious,however,thatnoBurmesenamesforthetwoboyscanbefoundinthe

MomRamastory.

TheMomversionisalsoconnectedwi山theJavaneseandMalayanversionsoftheRamastory.

ThisviewissupportedbythehctthatbothversionshavethemotifoftransfomationsofRamand

Soiteintoapes. Hanuman'sparentageisalsoanessentialelementdenotlngaCOmmeCtionbetween

theMomversionand也eJavaneseandMalayanversions. Hanuman'sbir仇isdepictedasfouowsin

theMomversion:afterSoite'sresum ptionofhumanform,Ram andLekkhanacutopenherwomb

andremovethefoetuslestsheshouldbearanapechild. Alumpoffleshisthrownintotheairand

fal1SintothemouthofSwaha,whoisobligedtokeephermouthopenowingtOhermother'scurse.

SwahasubsequentlyglVeSbirthtoHanuman.

TheMomversionhasitsownepisodeswhichcanbefoundh nei山erBumese,Thainor

Malayanversions. (1)KhgEggasenaof山ePadarattaKingdomisdeposedbyhisyoungerbrother,

Anupata. RamassistsEggasenatorevoverhiscrowr,(2)Praiyakan,oneofTotsagri'snephews,

attacksPipek,thenewkingofLenka(La血k豆),banisheshimtoadeepforestandoccupiesthepalace

ofLenka. PraiyakaniskiuedbyAnuman,(3)Braiyalon,R豆kSasakingofBottarow,marcheswith

hisarmytotakevengeanceagainstPipek,whosebehaviorhascausedthedeathofTotsakan.Anu-

mandefeatsBraiyalon,slashinghisneckwithhiselbow.

ItmaybeinstructivetopolntOutthatfiveoutstandingfeaturescanbeseenintheMomRama

story. (1)ItcontainspeculiarepisodeswhicharenotfoundinV豆lmTkiRam云yana,(2)Itisderived

directlyfromtheBumeseRamastory,(3)Ithasconsiderableaffinitywith theThaiRamastory,(4)

Itisalsoconnectedwith仇eMalayanandIndonesianRamastories,(5)Itiscloselyrelatedwi山the

LaoversionandtheTaiLuversionofYunnan,China,inregardtoitsnumerousanecdotesandepl-
sodes.

初 め に

マハーバーラタと並ぶインドの二大古典作品の一つラーマーヤナは,中央アジアを経て中

国,チベ ット,日本へと伝播 しているだけでなく,インドネシア,マレーシア,フィリピン,

タイ,カンボジア,ラオス,ベ トナム,ビルマ等東南アジア諸国にも広 く普及流布 し,それぞ

れの土地の文化に直接,間接の影響を与える一方,その土地の文化や慣習を受け入れて独特の

形態を備えるに至っている｡ 東南アジア各国の研究者の間ではそれぞれの土地の現地語ラー

マーヤナ版の紹介,研究にとどまらず,英語, ドイツ語,フランス語,オランダ語等ヨーロッ

パ各国語-の翻訳も盛んに行なわれている｡ 最近では,文献として伝承されたものの他に,口

承によるものや影絵芝居の脚本など研究対象も多方面に亘ってきている｡
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筆者は,京都大学東南アジア研究センターの客員研究員として1988年に着任 したナイ ･パン

フラ (Na主PanHla,現在名桜大学教授)がセンターでの任期を終えて他の大学-移籍する際,

ビルマから持参 したモン語の手書 き資料の内幾つかの言語学的資料を譲 り受けた｡ 1年ほど

前,その中にモン語で書かれたラーマ物語がある事に気付いた｡モン語版ラーマ物語は,それ

まで研究者の間においてさえその存在は知られていなかった｡筆者は,ナイ ･パンフラの協力

を得て早速その内容の分析に取組んだ｡その結果,モン語版ラーマ物語がビルマ語版ラーマ物

語を基に編纂された事,編纂 した人はウッタムーという名のモン人僧侶である事,編纂執筆が

開始されたのは西暦紀元1834年である事等を知った｡その梗概については1995年 8月下旬にオ

ランダのライデン大学で開かれた第12回国際ラーマーヤナ学会の席上特別講演という形で発表

紹介 した｡本稿では,モン語版ラーマ物語がどのような特徴を持っているのかという点に焦点

を絞 り,その基 とされたビルマ語版や隣接のタイ語版ラーマキエンとの比較検討から得られた

研究結果について報告する｡

モン語で書かれたラーマ物語にはどのような特徴があるのか｡それを知るには,ヴァ-ル

ミ-キによって書かれたサンスクリット語のラーマーヤナはもちろんの事,タミール語,ベン

ガル語等のインド諸語によって書かれた非ヴァ-ルミ-キ版ラーマーヤナ,更には東南アジア

の諸言語で書かれた各種ラーマ物語等と比較照合する必要がある｡ モン語版ラーマ物語 ｢ロイ

ク ･サモイン ･ラーム｣は,序文で著者が述べているように,もともとビルマ語版ラーマ物語

を底本として翻訳されたものである｡ 従って比較を行なう場合には,まず底本とされたビルマ

語版ラーマ物語と直接比較する事が先決であろう｡ しかし,現存するビルマ語版ラーマ物語の

内,モン語版ラーマ物語ロイク ･サモイン･ラームの底本となった版がどれなのか現状では確

かめる術がない｡歴史的文献 として残っているビルマ語版のラーマ物語には4種 (その内の 3

種は韻文,残 りは散文)があるが,そのいずれもがモン語版ラーマ物語と共通する特徴を内包

している事は事実だが,残念ながらモン語版ラーマ物語の底本となった事を立証する明確な根

拠は何一つ持ち合わせていない｡モン語版ラーマ物語ロイク ･サモイン･ラームの底本とされ

たビルマ語版は,現存する4種類以外に存在 していたのかも知れない｡戦乱の中で散逸したの

か,あるいは未発見のままどこかに写本として埋もれている可能性すら考えられないわけでは

ない｡しかし,作品の比較研究を行なう場合,現存 しない幻の版を前提に議論する事は言うま

でもなく非現実的である｡ そこで本稿では,現存するビルマ語版 4種類およびインドのヴァ-

ルミ-キ版,タイのラーマキエン,マラヤのヒカーヤット･スリ･ラーマ等,利用可能な他の

作品との比較検討を行ない,その特徴を明らかにする｡
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Ⅰ 登場人物の名称

モン語版ラーマ物語に登場する人物の名称は,基本的にはヴァ-ルミ-キ版のそれを踏襲 し

ているが,独特な形を取っている場合や東南アジアの他の版 と同じないしは類似の形をしてい

る場合も見 られる｡ ヴァ-ルミ-キ版を踏襲 している例 としては,ランマまたはラーム (ラー

マ,カッコ内はヴァ-ルミ-キ版の形,以下同じ),バーリー (ヴァ-リー),クンマカン (ク

ムバカルナ),アヌマン (ハヌマン)等がある｡ ビルマ語形 と同じかまたは類似の形をしてい

る例 としては, レッカナ (ビルマ語 レッカナ,サ ンスクリッ ト語ラクシュマナ), トッサグ

リー (ビ語 ダッタギリ,サ語 ダシャグリーヴァ),インダ ･レーテェ- (ビ語エインダセイッ

タ,サ語 インドラジッド),ソイングリット (ビ語 トウジェィ,サ語スグ1)-ヴァ)などがあ

り,タイ語形 と同じが類似形を示す例 としては, トッサロッタ (タイ語形 トソロット,サンス

クリット語形ダシャラタ), ピーペク (夕語 ピベーク,サ語ヴイビーシャナ),サマヌコット

(夕語サマナカー,サ語 シュールパナカー),オンコット (夕語オンコット,サ語アンガダ),

モッチャ (タイ語スパンナ ･マッチヤー),ワイヤラブ (タイ語マイヤラープ),スワハ (タイ

語サワーハ)等がある｡ 一方,ヴァ-ルミ-キ版 とも,東南アジアの他の版 とも異なった,モ

ン語独特の形を示す例 としては,チャンダ ･デーウイ- (サンスクリット語形カウサリヤー),

ソーウェン ･デーウイ- (カイケ～イー),ルッパ ･デーウイ- (スミトラ),パ ッダマ ･デー

ウイ- (マン ド-ダリ-),二 ･クウェ (ラヴァ),二 ･チ ョア (クシャ),ガ ンガ ･デーウ

イ- (タイ語形カーラ ･アチャナ-),スボンナカー (タイ語形ベ ンヤカーイ)等がある｡ モ

ン語版に表われる地名の ドワワティは, ドヴァ-ラヴァティの派生形だが,ヴァ-ルミ-キ版

のアヨーダヤーに対応するものとして使われている｡ 以上のように,モン語版に登場する人物

名は, (1)ヴァ-ル ミ-キ版の人物名を踏襲 しているもの, (2)形の上でビルマ語形に近いも

の,(3)形の上でタイ語形に近いもの, (4)他のいずれの版にも見られないモン語版固有の形の

4種類に分れる｡

ⅠⅠ ヴァールミーキ版との相違点

モン語版ラーマ物語をヴァ-ルミ-キ版 と比較すると,物語の梗概それ自体はヴァ-ルミ-

キ版 と変 りない事が判明する｡ しかしその反面,ヴァ-ルミ-キ版にはないような特徴 も持ち

合わせている事が窺われる｡ それらはヴァ-ルミ-キ版以外のインド諸語版の特徴 を成すもの

であ り,一括 して非ヴァ-ルミ-キ版的特徴 と呼ばれる｡モン語版ラーマ物語に見 られる非ヴ

アールミ-キ版的特徴には次のようなものがある｡
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(1) 物語が ｢結びの章｣(ウッタラ ･カーンダ)で始まる

ヴァ-ルミ-キ版では,物語が ｢少年の章｣すなわちバーラ ･カーンダで始まっている｡ そ

れに対 し,モン語版ラーマ物語は物語の初めが トッサグリー (ダシャグリーヴァ)を中心とす

る羅利の系譜で始まっている｡ これはヴァ-ルミ-キ版の ｢結びの章｣(ウッタラ ･カーンダ)

に相当する｡ 続いてモン語版では,ウンジェタ- (ラクシュミ-)のソイテ- (シーター)と

しての再生,ラーム4兄弟の誕生,猿兄弟ヴァ-リー,ソイングリッド兄弟の不義の子として

の誕生,蓮華の中からのバッグマ ･デーウイ- (マンド-ダリ-)の出現,猿王国の皇太子オ

ンコットの誕生, トッサグリーの長男スサ (インタ ･レ-チェ-)の誕生等が述べられる｡ モ

ン語版ラーマ物語では,物語の主要人物の誕生がそれぞれの関係の章 (カーンダ)においてで

はなく,物語の冒頭で一括 して述べられているという点が一つの特徴になっている｡

(2) シーターの前身はインドラ神の妃

シーターは,ヴァ-ルミ-キ版では畑の畝から出土 しミティラのジヤナカ王に養育される事

になっている (バーラ ･カーンダニ少年の章)が,その ｢結びの章｣(ウッタラ ･カーンダ)

では修行中をラーヴァナに口説かれで憤死 したヴェ-ダヴァティの生れ変 りとされる｡ モン語

版では,ソイテ-の前身は帝釈天の妃ウンジェダーだとされる｡ 帝釈天の下僕として仕える ト

ッサグリーは帝釈天の妃ウンジェタ-を見掛けて恋の虜となる｡ トッサグリーはヤモリに変身

してウンジェタ-の館の扉の裏に隠れる｡ 帝釈天が訪れ呪文を唱えて扉を開ける｡ トッサグ

リーはその呪文を暗記 し,帝釈天が帰った後呪文を唱えて館に入 りウンジェタ-への思いを遂

げる｡ 帝釈天と再会 した時ウンジェタ-は トッサグリーに編された事を知 り,復讐のため人間

に再生する事を決意する｡地上に降下したウンジェダーは トッサグリーの妻パッダマ ･デーウ

イーの胎内に託胎する｡モン語版 と類似 したエピソー ドを述べているのがヴイエンチャン版の

カンタ寺写本やバンナホンタイ写本,東北タイのラ-マ ･ジャータカおよびブロンマチヤク版

等で,シーターの前身はインドラ神の四大王妃の一人ナン･スサダであり,インドラと瓜二つ

の容姿に整形されたハブカナスワン (またはラッパナスワン-ラーヴァナ)を背の君インドラ

と思い込んで身を任せる｡ 編された事に気付いたナン･スサダは復讐のためハブカナスワンの

妻ナン ･チャンタの胎内に託胎 しナン･シーダーとして生まれる｡ なお,シーターの前身がヴ

イシュヌの妃である事 を述べたものとしては,カンパ ン版 (ラクシュミ),ア ドブタ ･ラー

マーヤナ,ジャワ版スラット･カンダ (シュリー),タイ版 (ラクシュミ)等がある｡ ラオス

のムオンシン版や雲南省の蘭甲西賀,ビルマ語版のヤーマ物語,ヤーマ ･タ-ジン,アラウ

ン ･ヤーマ ･タ-ジン等に現われるシーターの前身は発情 したラーヴァナに凌辱されて火中に

飛び込み焼身自殺する点で,ヴァ-ルミ-キ版 (結びの章)に近い｡
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(3) 捨子にされたシーター

東南アジア諸版のシーターは,前世で蒙った屈辱を晴らすために下界に降下 しラーヴァナの

子供としてその妻から生れる｡そのためラーヴァナに災厄をもたらすと占われて箱詰めにされ

海中に投棄される｡ モン語版でも誕生直後のソイテ-が産声を上げる度に多勢の羅利が死ぬ｡

トッサグリーの弟ピベークによってソイテ-は災の基だと占われ壷に入れて川に投棄される｡

シーターの ｢捨子モチーフ｣は代表的な非ヴァ-ルミ-キ要素の一つで,東南アジアでは,ジ

ャワ版スラット･カンダ (父娘相姦を回避するため母親バンドンダリ ･クララルによって海に

流される),マラヤ版ヒカヤット･スリ ･ラーマ,タイ版ラーマキエン,ラオスのルアンプラ

バン版,ビエンチャン版,ムオンシン版,クワイ ･トーラビ一版,雲南省の蘭噂西賀,ビルマ

版のヤーマ物語,ヤーマ ･タ-ジン等で述べ られている｡復讐転生に因むシーターの捨子モ

チーフは,ジヤイナ教のヴァ-スデーヴァ ･ヒンデイやカシミール版ラーマーヤナ,ア ドブ

タ ･ラーマーヤナ (ラーヴァナの留守中に妊娠 したその妻マンド-ダリが夫に妊娠が露見する

事を恐れ,胎児を地中に埋める),チベット語版ラーマーヤナ,コ-タン語版ラーマーヤナ等,

インド及びインド周辺でも広 く見られる｡

(4) アヌマンとラーム,レッカナとの出会い

ヴァ-ルミ-キ版ラーマーヤナでは,パンパ湖のほとりを祐子皇っているラーマとラクシュマ

ナとの姿をスグリーヴァが見掛ける｡ ヴァ-リーが遣わした刺客ではない かと疑ったスグリー

ヴァはリシャムカ山の洞窟に身を隠す｡ 乞食に扮 したハヌマンが両人の前に現われ自己紹介 し

た後,二人をスグリーヴァに紹介する｡ モン語版ラーマ物語では,弓矢を携えたラーマとレソ

カナの姿をアヌマンが見掛ける｡ アヌマンは二人の弓の技量を知るため木の下で休んでいる二

人の上に木の葉を落とす｡怒ったレッカナが矢を射るが,アヌマンはその矢を手掴みにする｡

レッカナは眠っている兄を起 して猿の話をする｡

以上のように,ラーマ兄弟に最初に会ったのがスグリーヴァではなくハヌマンである事は,

ヴァ-ルミ-キ版でもモン語版でも同じだが,遭遇の仕方が異なる｡ ヴァ-ルミ-キ版では乞

食に扮 したハヌマンが相手に警戒感を抱かせないよう穏やかな態度で接近するのに対 し,モン

語版では弓の腕前を知ろうとしたアヌマンが木の上から木の葉を落としわざと相手の関心を引

き付けている｡

(5) トッサグリーと対等の立場を強調 したアヌマン

ヴァ-ルミ-キ版では,ランカーでの戦闘に先立ちラーマがアンガダをラーヴァナの元に遣

わして,最後通告を突 き付けシーターの返還かさもなくば戦闘開始かの二者択一をラーヴァナ

に迫る｡ ラーヴァナに対するラーマの最後通告はモン語版でも述べられているが,派遣される

375



東南アジア研究 34巻 2号

使節はオンコット (アンガダ)とアヌマン (ハヌマン)の二人である｡ トッサグリーの面前に

現れたアヌマンは自分の尻尾をぐるぐる巻いて トッサグリーの玉座と同じ高さにしてその上に

座る｡ 尾を長 く伸 して丸めその上に座ってラーヴァナと対等の立場にある事を強調する場面は

タイ版やクメール版リアムケ一,ビルマ語版ヤーマ物語等にもあるが,それを行なうのは使節

のオンコット (アンガッド,アウングッ)である｡マラヤ版ヒカヤット･スリ･ラーマやヒカ

ヤット･マハーラージャ･ラーヴァナでは派遣される使節がアンガダではなくハヌマンとさ

れ,尾を丸めてその上に座るのもハヌマンだとされる｡

(6) シーターの後日講 (ラーマによるその追放と一児出産)

ヴァ-ルミ-キ版の ｢結びの章｣(ウッタラ ･カーンダ)では,その純潔を疑問視する巷の

噂を受けてラーマがシーターを森に追放する｡シーターは聖者ヴァ-ルミ-キの庵で双生児ク

シャ,ラヴァを出産する｡ 成人 した二人はヴァ-ルミ-キに教わったラーマーヤナを吟唱する

ことによってラーマとの親子関係を明らかにする. 貞節の証明を求められたシーターは,貞節

の証として割れた大地の底深 く消え去る｡ラーマとシーターとの関係は,このようにヴァ-ル

ミ-キ版ではハッピー ･エンドとはなっていない｡

一方,ジャワ版スラット･カンダやマラヤ版ヒカヤット･スリ･ラーマ,タイ版ラーマキエ

ン,ルアンプラバン版プララク ･プララム,ビルマ版ヤーマ物語,雲南版蘭嘩西賓等,東南ア

ジアの多 くの版では,心ならずもラーヴァナの肖像を措 く事になったシーターへのラーマの処

刑命令と憐欄の情を催 したラクシュマナによる見逃し,森の中でのシーターの一児出産,行者

による一児創造といったエピソー ドが語られる｡ヴァ-ルミ-キ版の ｢双生児出産｣に対する

｢一児出産,一児創造｣というこのモチーフも典型的な非ヴァ-ルミ-キ要素の一つで,ベン

ガル版,ジヤイナ版,テルグ版,マラヤラム版あるいはセイロン版等,インド諸語版ラーマー

ヤナの多 くで見られる｡ モン語版の場合もソイテ一による一児出産と行者による一児創造が語

られる｡ モン語版では,侍女達にせがまれたソイテ-が トッサグリーの肖像をスレー ト板に措

いた事から激怒したラーマに処刑を言い渡される｡ レッカナが妊娠中のソイテ-の体を労わり

見逃す｡シーターは行者の庵に辿 り着 くという経過を辿る｡

ⅠⅠⅠ ビルマ語版との共通点

ビルマ語版を基に翻訳執筆が行なわれたと伝えられているだけあって,モン語版にはビルマ

語版との共通性を示すエピソー ドが多い｡その代表的な例を挙げると次のようになる｡
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(1) ラーマの前身は菩薩

ヴァ-ルミ-キ版やカンパン版では,ラーマはヴイシュヌの生れ変 りだとされる｡ それはジ

ャワ版スラット･カンダやタイ版ラーマキエン,ルアンプラバン版パラク ･パラム等において

も同様である｡ ところがビルマ版 (ヤーマ物語およびアラウン ･ヤーマ ･タ-ジン)やヴイエ

ンチャン版パラク ･パラム (カンタ寺写本),東北タイ版ラーマ ･ジャータカ等では,ラーマ

は菩薩の生れ変わりとされる｡ラーマの前身が菩薩であったとされる点においては,モン語版

も同じである｡ ビルマ語版では,嗣子のいないダッタラツタ王が行者に貰ったバナナ2本を王

妃二人に渡す｡二人の王妃は自分のバナナの半分をもう一人の王妃に分け与える｡王妃 3人は

妊娠 し,男児を出産する｡ コ-タンラー妃からはヤーマ (ラーマ)王子,コ-ケ-妃からはバ

ラタ王子,王妃二人からバナナを半分ずつ貰って食べた トウメイタ妃からはレッカナとタッタ

ルグナの双生児が生れる｡この ｢バナナ ･モチーフ｣は雲南版蘭噂西賓にもみられるが,モン

語版では見られない｡

(2) 弓の競技-のラーヴァナの出席

ヴァ-ルミ-キ版では,シーターの婿選びとして行なわれる弓の競技 (スヴァヤムヴァラ)

にはラーヴァナは出席 しない｡ラーヴァナ (トッサカン)はタイ版ラーマキエンでも出席 しな

い. 一方,ビルマ版 (ヤーマ物語,ヤーマ ･タ-ジン,アラウン･ヤーマ ･タ-ジン)やヴイ

エンチャン版パラク ･パラム (カンタ寺写本およびバンナホンタイ写本),雲南版蘭噂西賀,

ジャワ版スラット･カンダなどでは,弓の競技にラーヴァナ (ダッタギーリまたはラッパナス

ワン,ハブカナスワン,捧喝加)が出席する｡ モン語版でもトッサグリー (ラーヴァナ)が出

席する｡

(3) ラーマの追放期間は12年間

ヴァ-ルミ-キ版では,アヨーダヤーからのラーマ王子の追放期間を14年間とする｡ タミー

ルのカンパン版でもそうである｡ 東南アジア諸版の中では,タイ版ラーマキエンやクメール版

リアムケ一等が追放期間を14年間としている｡ それに対 し,ビルマ版やムオンシン版パラク ･

パラム ･ボンマチヤク,雲南版蘭甲西賀等ではラーマの追放期間を12年間とする｡ モン語版で

も追放期間は12年とされている｡ 仏教経典の中の小部経典 (クッダカ ･ニカーヤ)に含まれる

ダシャラタ･ジャータカやジヤイナ教版ヴァ-スデーヴァヒンデイ等も同様である｡

(4) シュールパナカーとカラ, ドゥシャナとは母子

ヴァ-ルミ-キ版では,ラーヴァナの妹シュールパナカーが美丈夫のラーマを見初めて口説

く｡ラーマに断られラクシュマナからも冷たくあしらわれたシュールパナカーは,シーターを
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殺めようとしてラクシュマナに鼻と耳とを削がれる｡ シュールパナカーは復讐のため兄弟のカ

ラとドゥシャナとを呼び寄せるが,その二人もラーマ,ラクシュマナに殺される｡ シュールパ

ナカーとカラ, ドゥシャナとが兄弟姉妹の間柄にある事はタミールのカンパン･ラーマーヤナ

でも同じである｡ 東南アジア諸版の中ではタイ版ラーマキエンが トウ- ト (ドゥシャナ),

コーン (カラ)とサマナカー (シュールパナカ-)とは兄弟姉妹である旨記述 している｡ それ

に対 し,ビルマ版やムオンシン版パラク ･パラム ･ボンマチヤク,雲南版蘭甲西賀等ではシ

ュールパナカーとカラ, ドゥシャナの3人を親子としている｡モン語版でも森の中でラーマ兄

弟を襲うのは トッサグリーの妹サマヌコットとその子 2人である｡

(5) 金の鹿に変身するのはラーヴァナの妹

ヴァ-ルミ-キ版では,タ-タカの息子マリーチャが金の鹿に変身してラーマ兄弟をおびき

出す｡ラーマ兄弟が去った後ラーヴァナが現われてシーターを誘拐する｡ジャワ版ラーマヤ

ナ ･カカウインやスラット･カンダ,タイ版ラーマキエン,クメール版リアムケ一等でもシー

ター誘拐のため金の鹿に変身するのは,マリーチャである｡ 一方,ビルマ版,ムオンシン版パ

ラク ･パラム ･ボンマチヤク,雲南版蘭噂西賀等では,金の鹿に変身するのはラーヴァナの妹

シュールパナカーである｡ モン語版でもトッサグリーの妹サマヌコットが金の鹿に変身する｡

(6) ランカーへの架橋工事を妨害する大蟹

ビルマ版や雲南版蘭甲西賀,マラヤ版ヒカヤット･スリ･ラーマ等では,猿軍団によって築

造されたランカー-の土手道が崩壊する｡ ハヌマンが海底に潜って調べると,一匹の大蟹が橋

脚を破壊 している｡ハヌマンは蟹を捕えて陸上に放 り上げる｡この大蟹は,モン語版にも登場

するが,ヴァ-ルミ-キ版やタイ版には登場 しない｡

(7) 兄嫁の顔を3年間見なかった義弟ラクシュマナ

ビルマ語版や雲南版蘭噂西賀では,ラーマと闘うラーヴァナの子インドラジッドが妖術を駆

使する｡彼は飛車に乗ったまま不可視状態となる｡その姿は地上の誰からも見えない｡唯一の

例外は過去12年間女性の顔を見た事がない人である｡ ラクシュマナがそれに該当する｡ 彼は過

去12年間シーターの顔を見ずに過して来た｡ラクシュマナは雲間にインドラジッドの姿を視認

する｡ ラクシュマナの指差す方向をラーマが弓矢で射抜 く｡

不可視となった羅刺の姿をラクシュマナが見付け出す話は,モン語版にもある｡ モン語版で

は,不可視となるのはインドラジッドではなくその父 トッサグリーであり,女性の顔を見なか

った期間も12年間ではなく3年間に短縮されている｡この話の原形はクリッテイヴァ-サのベ

ンガル版ラーマーヤナだと考えられる｡ インドラジタを殺せる有資格者の条件としてベンガル
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版では,(1)過去14年間一睡もした事がない者,(2)過去14年間何も食べてない者,(3)過去14

年間一度も女の顔を見てない者のみに限られる｡

ⅠⅤ タイ版ラーマキ工ンとの共通点

モン語版ラーマ物語は ｢ビルマ語版を基に翻訳 した｣と序文で書かれているにも拘らず,ど

ルマ語版 とではなくタイ版ラーマキエンと共通するエピソードをかなり含んでいる｡ モン語版

の執筆に当ってビルマ語版が底版とされた事自体は否定できないものの,執筆に際してはタイ

版もまた参照にされたと見られる｡ その具体的事例として,ラームの処刑命令の後森の中を行

者の庵に辿 り着いて出産 したソイテ-の子供と行者によって創造された子供の分身の二人に与

えられた名前がある｡ 二人の名前は,誕生直後の箇所ではマ二 ･クェ (真の紅玉),マ二 ･チ

ョア (草の紅玉)と記されているが,別の箇所では ｢二人の名前は,モン語で二 ･クエ,ニ

チョアだが,タイ語ではチャオ ･ロー,チャオ ･プットと言う｣ とわざわざタイ語の名前まで

記されている事実からも窺える｡ モン版とタイ版との共通点としては次のような事柄が指摘さ

れる｡

(1) 小鳥夫婦の喧嘩

タイ版では,行者コーダム (ゴータマ)によるカーラ ･アチャナ- (スワ-ハの母)の創造

に先立つ話として,一番いのハタオリドリの夫婦喧嘩が語られる｡子供のいないサケタ国の王

コーダムは行者となって修行を積む｡2千年の歳月の間にその顎額は膝にまで達する｡ その顎

額に一番いのハタオリドリが巣を作る｡ 雌が抱卵 している間,雄はヒマヴァンの蓮池に餌探 し

に出掛ける｡ 日が沈み蓮の花が閉じて,小鳥は花弁の中に閉じ込められる｡翌朝巣に戻った雄

の全身からは,蓮華の芳香が漂う｡ 雌は,雄が他の雌と一夜を過 したものと誤解し雄を詰る｡

雄は疑惑を否定 し,自分が浮気をしたのであれば行者の罪全てを引き受けると誓う｡ 行者は嗣

子がいない事自体が罪である事を悟 り,供蟻を行なう｡ 炎の中から現われた美 しい女性カー

ラ ･アチャナ-を行者は要る｡この小鳥夫婦の静いのエピソー ドはモン語版でも見られるが,

ビルマ語版には無い｡

(2) 猿兄弟のヴァ-リー,スグリーヴァは不義の子

ヴァ-リー,スグl)-ヴァの誕生講はヴァ-ルミ-キ版には無い｡アドゥブタ･ラーマーヤ

ナでは,先天の涙から生じた雌猿が一時人間の姿をしていた時に,彼女に恋したインドラとア

ティトヤとによって猿兄弟を産まされたとされる｡ 猿兄弟の出自については東南アジア諸版で

も,兄弟の母の不義密通譜が語られる｡ その代表例がタイ版ラーマキエンで,サケタ国のコ-
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ダム王の妃カーラ ･アチャナ-の美貌に目を付けたアデイトウヤ (日の神)とプラ ･イン (イ

ンドラ神)とが,カーラ ･アチャナ-を誘惑 して子供を産ませる｡ それがカカシュビリすなわ

ちパーリーと弟スクリープだとされる｡ モン語版でも類似のエピソー ドが語られる｡

(3) ラーマ,シーターの一目惚れ

タイ版では,プラ ･ラーム,プラ ･ラック兄弟をワシット,ウイスワミット両行者がチャノ

ク王の王宮へ連れて行 く｡ ラーム兄弟がシーダーの館の前を歩いている時,ラームの目と窓辺

から見下ろしていたシーダーの目とが合う. 二人は互いに一目惚れし合う｡

この一目惚れの場面はモン語版でも描かれている｡タイ版とは異なり,二人が遭遇する場所

はソイテ-の館の前の通 りではない｡到着の挨拶に行者を訪れたラームが話している所-ソイ

チ-が現われ,互いに一目惚れするのである｡ この一目惚れの場面はヴァ-ルミ-キ版やア ド

ヤ トマ版では見られないが,カンパン版や トウルシダース版には見られる｡ 東南アジア諸版の

ラーマ物語では,タイ版以外にヒカヤット･マハーラージヤ ･ラーヴァナ (ベルリン版)でも

見られるし,類似のエピソー ドは雲南版の蘭甲西賀にもある｡

(4) 尾の先端を口の中に入れたハヌマン

マラヤ版ヒカヤット･スリ･ラーマでは,ランカーを焼 き払ったハヌマンは海中に飛び込ん

で尾の火を消す｡一方,タイ版のハヌマンも海中に飛び込んで体の火を消すが,尾の先端の火

だけは消えない｡ハヌマンはプラ ･ナ- ト行者に消火法を教えて貰い尾の先を口に入れてやっ

と火を消す｡尾の先端の消火法は,モン語版の場合もタイ版 と同じく尾の先を口にくわえて消

す｡ヴイエンチャン版カンタ寺写本では,ランカーを焼き払って戻ったフラマンとタオ ･クア

ンタオフアの二人が尻尾の残 り火を消してくれるようプラ･ラムに求めるが,プラ ･ラムの指

示で再びランカーに戻 りナン･シーダーの園の井戸水を使って消火する｡

(5) 土手道築造工事を巡るハヌマンとニラパットとの対立

タイ版では,大陸からロンカー島-渡るための土手道築造工事を巡ってハヌマンとチョム

プ-パンの甥ニラパ ットとが対立 し取っ組み合いを始める｡プラ ･ラームは両者が軍隊の規律

を乱 し士気に悪影響を与えたとの理由で両者を処罰する｡ ハヌマンとニラパットとのこの争い

は,モン語版でもカンボジアのミチヤク版でも述べられているが,ハヌマンの葛藤相手はモン

語版ではニラパットではなくソインクリット (スグリーヴァ) とされている｡

(6) 人魚羅剃マッチヤによる土手道築造工事の妨害

タイ版のラーマキエンやルアンプラバン版プララク ･プララム等では,猿軍団による土手道
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の築造工事をトッサカンが娘のスワン ･マッチヤ (ナン ･マッサ)に妨害させる｡ マッチヤは

魚等配下の海の生 き物を動員 して橋脚を破壊する｡ 海底に潜ってマッチヤを捕えたハヌマンは

彼女を口説いて築造工事を完成させる｡マッチヤは上半身が猿,下半身が魚という混血児マッ

チヤヌを産む｡海の生き物の女王マッチヤのエピソー ドはモン語版でもカンボジアのミチヤク

版でも見られる｡ 但 し,マッチヤはタイ版では トッサカン (ラーヴァナ)の娘だが,モン語版

のモツチャは地底の帝王ワイヤラブの娘だとされる｡ ラオスのカンタ寺写本やバンナホンタイ

版,東北 タイのラーマ ･ジャータカ等において架橋工事を妨害するのは, 海底の王プラヤ ･

ナク (パニヤ ･バッタルムまたは竜王バ ッタルム-タイ版のマイヤラブに相当する)の娘 4人

でいずれもフーラマンやタオクアン ･タオ77など4人の若者に口説かれそれぞれ男児を出産

する｡

(7) シーターの贋死体に変身したベンヤカーイ

タイ版では,ラーマの軍団を撤退させるため トッサカンがピベークの娘ベンヤカーイをナ

ン ･シーダーの贋死体に化けさせてプラ ･ラームの陣営に漂着させる｡ プラ ･ラームは悲嘆に

くれるが,不審に思ったハヌマンが亡骸を茶毘に付す｡煙に紛れて逃げ出したベンヤカーイを

ハヌマンが追跡 して逮捕する｡ シーターの贋死体のエピソー ドは,モン語版 (スボンナカ)や

ラオスのヴイエンチャン版 (バンナホン,カンタ寺両写本),雲南版の蘭甲西賀 (月賀噂)等

にもある｡ ヴイエンテヤン版カンタ寺写本や東北 タイのラーマ ･ジャータカに登場するシー

ダーの贋死体は幻術によるもので,ハブカナスワンの将軍パニヤ ･ムオンチャンがプラ ･ラム

を崩すためにバナナの幹を使ってシーダーそっくりの人間を作 り出していたのである｡

(8) マイヤラープによるラーマ誘拐

タイ版では, トッサカンに協力を求められた冥界 (パタラ)の帝王マイヤラープが,粉末睡

眠薬を使って猿軍団の兵士達を眠らせプラ ･ラームを地下に粒致する｡ 救出に向かったハヌマ

ンは蓮華の茎の中を通って地底に向かい,スワン･マッチヤの子マッチヤヌの協力でラーマが

幽閉されている鉄の樫を発見する｡ ハヌマンは トリクト山にいる蜂を掴まえて握 り潰 しマイヤ

ラープを抹殺する｡ ラーマを誘拐 したのはモン語版ではワイヤラブで,秘薬を散布 して猿達を

眠らせる｡ 救出に向うアヌマンが蓮の茎の中を通 り抜けて地底に達する点 も,モツチャが産ん

だモツチャ ･クンマの協力を得る点も,タイ版 と変 りない｡ワイヤラブを殺す時アヌマンは,

黄金の山に隠されているワイヤラブの心臓を石の上で潰 して火中に投げ込む｡マイヤラープに

よるラーマ誘拐のエピソー ドはヴァ-ルミ-キ版にはないが,雲南版の蘭甲西賀 (冥界の王の

名は歪畦提)やヴイエンチャン版バンナホンタイ写本 (冥界の王プラヤ ･バ ッタルム),カン

タ寺写本 (眼鏡蛇の王パニヤ ･バ ッタルム),ラオス版クワイ ･トラピー (バッタルムの王),
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マラヤ版ヒカヤット･スリ ･ラーマ (ラーワナの子パタラ ･マハ-ラヤン)等,東南アジア諸

版に広 く見られる｡ その源は,クリテイヴァ-サのベンガル版ラーマーヤナやタミール語のマ

イリラ-ヴァナン,マラヤラム語のラーマカタパットウ等インドの非ヴァ-ルミ-キ版に由来

している可能性が考えられる｡

(9) 魔法の槍を研 ぐクンバカルナ

タイ版では, トッサカンの弟クンパカーンが神から授かった四面刃の槍モツカサ ックに法力

を回復 させるため供儀を行なう｡ ハヌマンが犬の死骸に化け,カラスに化けたオンコットがそ

の死骸を啄む｡腐敗臭に弱いクンパカーンは曝吐を催 し供儀を中止する｡ しかし翌日の戦闘で

は彼はその槍を使い,プラ ･ラックを刺 して人事不省に陥らせる｡モン語版の魔の槍 も四面刀

で,クンマカンが三面まで研磨 した時に犬の死骸 とカラスに化けたアヌマン,オンコットの二

人が現れ研磨作業を妨害する｡ 翌日の戦闘で槍を駆使 したクンマカンは相手のレッカナを昏倒

させる｡ モン語版がタイ版と異なる点は,クンマカンは トッサグリーの弟ではないという事で

ある｡ クンバカルナの魔の槍は雲南版の蘭噂西賀では褒納白が天帝から授かった神与の手裏剣

となっている｡

(10) 犬の肝を取 り出して持ち帰ったラクシュマナ

タイ版では,プラ ･ラームにシーダー処刑を命ぜられたものの見逃 したプラ ･ラックは,帰

途鹿の心臓を取 り出して持ち帰 りそれをシーダーの心臓だと偽ってラームに見せる｡シーター

処刑を偽るラクシュマナの話は東南アジア版のラーマ物語に共通するが,ラクシュマナが斬 り

取って持ち帰る証拠の品は必ず しも一致 しない｡モン語版では犬の肝だが,ラオスのムオンシ

ン版,ヴイエンチャン版および雲南の蘭噂西賀版では犬の心臓だとされる｡ タイ版,クメール

版 リアムケ一,ラオスのルアンプラバン版などでは鹿の心臓を持ち帰ったとされ,ヴイエンチ

ャン版やクワイ ･トラピー版,東北タイのラーマ ･ジャータカ等では犬の血で塗れたパ ･ラッ

クの剣が証拠としてパ ･ラムに見せられる｡

(ll) ラーマ父子の戦闘原因となった自象

タイ版やカンボジアのミチヤク版では,プラ ･ラームの子モンクット兄弟が森の中で放った

矢が大木に当たって大音響を発する｡ 不審に思ったラーマ王は生賛祭 りを挙行 して白馬を放

つ｡ 白馬を捕えて乗 り回していたモンクット兄弟をハヌマンが捕えようとするが,逆に捕えら

れ縛 り上げられて追い返される｡ この白馬はモン語版ではラーム王の王宮で生まれた自象とな

っている｡王宮の外-出て二 ･クエ,二 ･チ ョア兄弟の果樹園に入 り作物を食い荒らした自象

は,捕えられて少年二人に乗 り回される｡ 少年を捕縛に来たアヌマンも,逆に少年に捕えられ
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縛られて追い返される｡

(12) 父子間の戦闘で使われた武器は相手には無害

白馬 (または白象)を巡って父親ラームとその子二人との間で繰 り広げられた戦闘では,父

が放った矢は皆菓子に変 り,子供二人が射た矢は全て花に変って,共に相手を傷つけない｡戦

闘に使った武器が相手に無害だというこのエピソー ドは,タイ版,モン語版,クメール版リア

ムケ-,ルアンプラバン版,東北タイのラーマ ･ジャータカ等全てに共通する｡

(13) ラーマの死を伝える贋情報

シーターに再会 したラーマは,タイ版でもモン語版でも,その復帰を要請するが拒否され

る｡ 様々な努力がいずれも水泡に帰 した後,ラーマは自分の計報をシーターに伝え服喪に現れ

たシーターを捕えようとする｡ ラーマの死を伝える贋情報は,クメール版 リアムケ一,ルアン

プラバン版プララク ･プララム等でも述べ られている｡

ま と め

モン語版ラーマ物語の構成内容を子細に検討 してみると,そこには四つの大 きな特徴が内在

している事が窺える｡ その第一は,モン語版ラーマ物語をヴァ-ルミ-キ版ラーマーヤナと比

較対照 した場合,モン語版にはヴァ-ルミ-キ版に見られない特殊なエピソー ドが多数含まれ

ている事である｡ モン語版ラーマ物語は,その特徴から見る限り東南アジアの他のラーマ物語

同様,いわゆる非ヴァ-ルミ-キ版ラーマーヤナの範噂に入る｡ 第二の特徴は,｢ビルマ語版

ラーマ物語を基にモン語版ラーマ物語を編纂 した｣ と序文で編者が述べている事からも分るよ

うに,モン語版を特徴づける非ヴァ-ルミ-キ的要素の中にはビルマ語版 と共通するものが極

めて多いという事実である｡ 第三の特徴は,モン語版 とビルマ語版 とか密接な関係にある事は

事実だとしても,モン語版の非ヴァ-ルミ-キ的要素の中には,ビルマ語版に対応するものが

見当たらず,むしろタイ語版ラーマキエンの中に該当例が見出される場合も少なくないという

事である｡ この事はモン語版ラーマ物語がビルマ語版ラーマ物語だけを基に編纂されたのでは

なく,その編纂に当たってはタイ語版 もかな り参考にされた事を意味する｡ 第四の特徴 とし

て,モン語版ラーマ物語の非ヴァ-ルミ-キ的要素にはラオス版や雲南省の蘭呼西賀との間に

共通するものが含まれているという事実である｡ この事実は,インドシナ半島におけるラー

マーヤナの分布状況とその伝播過程とを考える場合,モンー ビルマー雲南- ラオスと繋がるベ

ル トの存在という仮説の組立てを可能ならしめているように思われる0
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